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環境にやさしい持続可能な消費の拡大と食育の推進の1つとして、産学官連携で加工副産物を有効活用し、食品廃棄物を減らす取組の
企画・立案から実証、社会実装までを行うこと。

①加工副産物等の堆肥化：松田食品グループから無償提供された「生おから」と大学学生食堂で、日々、多量に排出される「コーヒー粕」
を利用して、過去の文献（藤原ら、1996）を参考に、堆肥作りを試みた（図1）。
②大学の農園での実証実験： 『市販牛糞堆肥』と『生おからとコーヒー粕で作った堆肥（配合比1：1）』で、ハツカダイコンの生育について
の比較対照実験を行った（図２）。種を同時に植えて、３8日後に同時に収穫した。
③学生食堂での提供：実際に収穫したハツカダイコンの実と葉のすべてを調理して、大学直営の学生食堂フォレスタで提供した（図３）。

本プロジェクトの立案から実施にいたるまで、農家（ちゃかいみかん畑、ファームスギモト）のご協力や企業（松田食品グループ）および研究機関（大阪府立環境
農業水産総合研究所）のサポートにより、実現することができた。この場をかりて心から感謝申し上げるとともに、相愛大学管理栄養学科地域連携推進チーム
やこども教育学科の先生方にも心から御礼申し上げます。

３．取組内容

豆腐や油揚げなどを加工した際に、その副産物として多量に排出される「生おから」、さらに学生食堂で廃棄される食べ残しや廃棄食材
などを利用して、企業、農家、さらに研究所と連携して、食品ロス削減に向けた取組を通じて、循環型システムの構築を目指すことを目的
とした。2030年度までに事業系食品ロスを2000年度比で半減させるというみどり戦略の取組方針を背景とした。

図1：相愛学生食堂フォレスタで日々排出される『コーヒー粕』と産業廃棄物とし
て処理されることが多い『生おから』（松田食品グループから無償提供、大阪市
生野区）を混ぜ合わせ、堆肥作りを行った。（企画・立案）
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図2：相愛農園（大阪市住之江区、南港学舎内）で、堆肥を土壌に
混ぜる作業およびマルチシート張りの作業を行い、ハツカダイコ
ンの種を植えた。（実証）
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図３：相愛農園で収穫したハツカ
ダイコンを2種類の小鉢として学
生食堂で提供した。（社会実装）
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４．結果
①比較対象実験の結果：『市販牛糞堆肥』と『生おからとコーヒー粕で作った堆肥』で、ハツカダイコンの比較対照実験（収穫量、水分量、糖
度）を行った結果について図4に示す。
②学生食堂での提供結果：小鉢に対するアンケート結果について図5に示す。

(1)収獲量の比較（単位：ｇ）
黄色： 74 ＜ 赤色： 1２6

(2) 水分量の比較(単位：a.u.)
黄色： 23.6 ≒ 赤色： 23.2 

(3)糖度の比較(単位：Brix%)
黄色： 4.5 ≒ 赤色： 4.5

図4：相愛農園で比較対象実験を行った。黄色： 『市販牛糞堆肥』と赤色： 『生おからとコーヒー粕で作った堆肥』の畑から収穫されたハ
ツカダイコンを水分計（5回測定、平均値を算出）と糖度計（すりつぶした状態で測定）を利用して、数値を比較した。水分量、糖度には差
はなかった。 図5：食堂でのアンケート調査(n=10)の結果
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『ダイコンの浅漬け』あ
るいは『ダイコンの葉
のベーコンしらす炒
め』のどちらか1つの
小鉢を提供して、3段
階評価（美味しかった、
ふつう、まずかった）の
アンケート調査を行い、
良好な結果を得た。
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図6：産学官連携による循環型システムの構築
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情報共有・商品開発加工副産物等の提供①生おからやコーヒー粕が多量に排出される現状に対して、堆肥として有効活用し、今回、大学農園で実証実験を行
うことができた。市販の堆肥と比べて、収穫量が増え、水分量や糖度などにも差がなく、味も変わらないことが実証
できた。生おから特有の臭いをコーヒー粕により低減できるこの組み合わせは、堆肥として有効であることが示唆さ
れた。今後は、大学構内に大型コンポストを作り、地域の農家も含めて、定期的に供給を開始したい。
②学生食堂が大学直営のため、小鉢を提供して、アンケート調査などを積極的に行うことができた。ただ対象が学生
のみであったため、今後、幅広い層からの調査が必要であると考える。そのためには、公開講座などの開催日に合わ
せて提供を行い、アンケート調査を実施したい。
③コーヒー粕が多量に排出されるコーヒーメーカー、コーヒーショップやコンビニなどとの連携も視野にいれて、本
学で作った堆肥を地域の農家に還元して、そこで収穫された農作物を大学食堂に納品してもらい、低価格帯でのラ
ンチが学生食堂で継続的に提供できるように、さらなる循環型システムの拡充を図りたい（図６）。
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